
　

本
市
が
策
定
し
た
新
「
行
財
政
改

革
大
綱
」は
、職
員
を
７
０
０
０
人
台

に
減
ら
し
、
さ
ら
な
る
民
間
委
託
や

公
共
施
設
の
削
減
、
あ
ら
ゆ
る
職
種

に
お
い
て
正
規
職
員
の
非
正
規
化
、

事
務
見
直
し
と
組
織
再
編
を
す
す
め

る
も
の
で
、
知
識
と
経
験
が
充
分
に

継
承
さ
れ
ず
、
市
役
所
全
体
の
行
政

力
及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
も

た
ら
す
も
の
で
す
。

　

区
役
所
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
の

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
業
務
」
に
よ

り
、忙
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。臨
時

職
員
の
配
置
や
応
援
態
勢
で
急
場
を

し
の
い
で
き
ま
し
た
が
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
厳
し
い
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関

連
業
務
」
は
、
正
規
職
員
が
対
応
し

な
い
と
い
け
な
い
業
務
が
多
く
、
い

く
ら
臨
時
職
員
を
増
員
し
て
も
、
根

本
的
な
解
決
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。ま
た
、メ
ン
タ
ル
で
の
休
職
者
も

減
っ
て
お
ら
ず
、こ
の
こ
と
は「
職
員

８
０
０
０
人
体
制
」
に
よ
る
人
員
削

減
が
限
界
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
た
一
面
と
も
い
え
ま
す
。

重
点
要
求
は
人
員
増

　

一
般
評
、
女
性
部
と
も
に
人
員
増

を
一
番
の
重
点
課
題
と
し
て
要
求
し

ま
し
た
。具
体
的
に
は
、①
市
民
課
職

場
で
は
、
正
規
職
員
の
増
員
と
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
セ
ン
タ
ー
」
な
ど

の
専
門
部
門
の
設
置
に
よ
る
抜
本
的

対
策
を
講
じ
る
こ
と
、
②
市
税
務
事

務
所
税
務
課
へ
の
十
分
な
人
員
配
置
、

③
保
健
師
や
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
な
ど
は
、
正
規
職
員
で
増

員
す
る
こ
と
、
④
育
休
で
の
欠
員
は

年
度
当
初
よ
り
正
規
職
員
の
配
置
を
、

な
ど
で
す
。

　

女
性
部
で
は
、
せ
っ
か
く
先
輩
が

勝
ち
取
っ
て
き
た
母
性
保
護
や
子
育

て
支
援
の
制
度
も
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
利
用
で
き
な
い
状
況
を
訴
え
、

一
般
職
だ
け
で
な
く
、
病
院
や
保
育

所
、
学
校
給
食
現
場
も
正
規
職
員
の

新
規
採
用
で
の
人
員
増
を
訴
え
ま
し

た
。全

て
の
人
が

働
き
や
す
い
職
場
に

　

人
事
当
局
は
、「
時
間
外
削
減
に

向
け
た
更
な
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
」と
し
て
、時
間
外
の
20
％
カ
ッ
ト

や
ノ
ー
残
業
マ
ン
ス
、
一
斉
消
灯
日

の
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。仕
事
は

増
加
し
て
い
る
の
に
、
人
員
が
増
え

て
い
な
い
現
状
を
考
え
る
と
、
無
届

（
サ
ー
ビ
ス
）残
業
の
蔓
延
が
心
配
さ

れ
ま
す
。出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
を

十
分
活
用
し
無
届（
サ
ー
ビ
ス
）残
業

を
な
く
す
よ
う
に
要
求
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
や
ケ
ア
と
指
導
を
丁
寧
に
実
施

す
る
こ
と
。さ
ら
に
、臨
時
・
非
常
勤

職
員
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
も
、
正

規
職
員
と
の
均
等
待
遇
と
、
嘱
託
職

員
の
雇
い
止
め
の
廃
止
な
ど
を
強
く

要
求
し
ま
し
た
。

　

市
職
労
は
、４
月
中
旬
に
、春
闘
要

求
に
対
し
て
当
局
と
団
体
交
渉
を
お

こ
な
い
、秋
の
確
定
闘
争
に
向
け
、要

求
実
現
の
運
動
に
と
り
く
み
ま
す
。

市
職
労
の
活
動
に
対
す
る
、
職
員
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

10
年
程
度
は
掛
か
る

だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い

た
、人
工
知
能
（
Ａ
Ⅰ
）

と
囲
碁
名
人
の
対
戦
で

Ａ
Ⅰ
が
勝
利
し
た
。
今

で
は
ゲ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、
簡
単
な

ニ
ュ
ー
ス
原
稿
や
小
説
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ま

で
こ
な
し
、
何
時
か
人
間
に
取
っ
て

換
わ
る
の
で
は
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

人
間
は
「
ウ
ソ
」
を
付
き
間
違
い

を
犯
す
、
だ
か
ら
ウ
ソ
や
間
違
い
を

正
せ
る
が
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
処
理

す
る
だ
け
の
Ａ
Ⅰ
で
は『
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

は
正
し
い
』
と
判
断
し
た
。
安
部
首

相
の
戦
争
法
も
「
議
員
数
」
だ
け
で

判
断
す
る
と
正
し
い
？
（
赤
子
）

ひ
と
り
ひ
と
り
の
要
求
を
み
ん
な
の
力
で
実
現
し
よ
う

人
員
増
や
し
て
働
き
や
す
い
職
場
に

人
員
増
や
し
て
働
き
や
す
い
職
場
に女性部による本庁ビラまき

　

市
職
労
一
般
評
議
会
と
女
性
部
は
、
臨
時
大
会
で
決
定
し
た
国
民

春
闘
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
部
の
要
求
書
提
出
に
ひ
き
つ
づ
き
、

３
月
24
日
（
木
）
に
独
自
の
「
２
０
１
６
年
要
求
書
」
を
そ
れ
ぞ
れ

当
局
に
提
出
し
ま
し
た
。
女
性
部
は
、
要
求
書
提
出
に
先
立
ち
、
本

庁
に
て
早
朝
宣
伝
行
動
を
行
い
、
要
求
の
内
容
を
ニ
ュ
ー
ス
に
し
た

「
野
ば
ら
」
を
職
員
に
配
布
し
訴
え
ま
し
た
。
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母
親
大
会
は
、「
核
戦
争
か
ら
子

ど
も
を
守
ろ
う
」
と
立
ち
上
が
っ

た
、
平
和
を
希
求
す
る
女
性
た
ち

の
大
会
で
す
。全
国
大
会
・
県
大

会
・
地
区
大
会
と
全
国
津
々
浦
々

で
開
催
さ
れ
、
こ
こ
北
九
州
で
は

今
年
で
53
回
目
の
地
区
大

会
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
の
北
九
州
大
会
の

メ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
若
者
を
戦
地
に
送
ら
な

い
！
戦
争
の
な
い
世
界

を
！
」
で
す
。先
日
「
安
保

法
制
（
戦
争
法
）」
が
施
行

さ
れ
、
ま
さ
に
情
勢
は
急

激
に
キ
ナ
臭
く
危
険
な
方

向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
情
勢
に
対

し
、
若
者
や
マ
マ
た
ち
は

じ
め
広
範
な
人
た
ち
が
真

剣
に
考
え
、「
戦
争
法
」
廃

止
に
向
け
て
の
行
動
を
起

こ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
記
念
講
演
「
こ
の
ま
ま

に
し
て
お
け
ま
す
か
！
戦
争
法

（
安
保
法
制
）」の
講
師
、小
林
節
さ

ん
は
、新
聞
・
Ｔ
Ｖ
で
も
お
な
じ
み

で
す
が
、
衆
議
院
憲
法
審
査
会
で

戦
争
法
案
は
違
憲
だ
と
参
考
人
と

し
て
意
見
陳
述
し
た
憲
法
学
者
の

お
一
人
で

す
。い
ま
、全

国
各
地
で
講

演
活
動
な
ど

行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
「
今
の
情
勢
な
に
か
ヘ
ン
」「
戦

争
は
絶
対
反
対
」「
私
に
な
に
が
で

き
る
の
」
の
思
い
に
ピ
ッ
タ
リ

く
る
お
話
が
聴
け
る
こ
と
請

け
合
い
で
す
。ま
た
、
午
前
中

は
、平
和
、教
育
、く
ら
し
に
関

す
る
全
11
の
分
科
会
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
市

職
労
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

市
職
労
は
、
今
年
の
春
闘
で
、

「
妊
娠
や
有
給
休
暇
取
得
で
パ
ワ
ハ

ラ
に
遭
い
解
雇
さ
れ
た
」労
働
者
の

裁
判
支
援
や「
戦
争
法
廃
止
」の
宣

伝
行
動
・
集
会
、「
原
発
ゼ
ロ
・
再

稼
働
反
対
」の
市
民
集
会
な
ど
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

大
幅
な
利
益
を
労
働
者
に

　

安
倍
首
相
が
企
業
に「
積
極
的

な
賃
上
げ
を
」と
呼
び
か
け
た「
官

製
春
闘
」は
３
年
目
を
迎
え
ま
し

た
が
、
営
業
利
益
が
２
兆
８
千
億

円
に
も
な
る
ト
ヨ
タ
で
さ
え
、
莫

大
な
内
部
留
保
を
た
め
込
み
な
が

ら
僅
か
１
５
０
０
円
し
か
賃
上
げ

し
て
い
ま
せ
ん
。
自
動
車
大
手
は

ト
ヨ
タ
と
同
じ
傾
向
で
、
実
質
賃

金
は
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

　

３
月
28
日
付
け
読
売
新
聞
で

は
、「
賃
金
下
落
は
デ
フ
レ
の
根
源

で
あ
り
、
全
体
と
し
て
賃
金
が
下

が
る
中
、
実
は
所
得
の
低
い
人
の

賃
金
が
、
比
較
的
恵
ま
れ
た
所
得

階
層
の
賃
金
よ
り
大
幅
に
下
落
し

て
き
た
。
非
正
規
労
働
者
の
実
態

調
査
で
は
、
２
割
の
世
帯
が
食
事

の
回
数
を
減
ら
し
て
い
る
と
回
答
。

中
国
経
済
の
不
透
明
感
で
賃
上
げ

ム
ー
ド
は
後
退
し
た
が
、
長
期
的

視
点
で
見
る
と
悪
い
悪
い
と
言
わ

れ
な
が
ら
労
働
生
産
性
は
向
上
し

て
い
る
。
新
し
い
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
需
要
が
生
ま
れ
る
た

め
に
は
、
十
分
な
購
買
力
が
必
要

で
、
そ
の
元
と
な
る
の
が
賃
金
だ
」

と「
ベ
ア
縮
小
春
闘
」を
批
判
し
て

い
ま
す
。

緩
和
で
は
な
く
抜
本
改
善
を

　
「
保
育
園
落
ち
た
日
本
死
ね
」

は
、
国
民
の
多
く
の
共
感
を
得
て
、

政
治
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
緊
急
対
策
で
保
育

所
の
定
数
を
緩
和
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
小
手
先
の

案
で
は
、
子
ど
も
た
ち
や
保
育
現

場
に
し
わ
寄
せ
が
行
き
、
保
育
士

の
負
担
が
重
く
な
り
、
保
育
の
質

の
低
下
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

く
ら
し
を
守
る
行
動
を
共
に

　

生
活
保
護
基
準
以
下
で
暮
ら
す

世
帯
が
、
92
年
か
ら
20
年
間
で
２・

５
倍
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
、
山

形
大
の
戸
室
教
授
の
研
究
で
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。「
貧
困
は
、
特

定
の
地
域
に
固
有
の
問
題
で
無
く

全
国
一
般
の
問
題
へ
と
深
刻
化
し

て
い
る
」と
指
摘
し
、「
国
が
率
先

し
て
貧
困
対
策
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
」と
生
活
保
護
費
の
全
額
国

庫
負
担
化
や
最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
な
ど
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を

　

市
職
労
は
、
地
域
か
ら
賃
金
引

上
げ
の
好
循
環
を
つ
く
り
出
す
共

同
の
取
組
み
を
行
う
た
め
に
、
全

国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
と

地
域
最
賃
の
引
上
げ
、
格
差
解
消
、

公
契
約
条
例
の
策
定
、
生
活
改
善

が
で
き
る
大
幅
賃
上
げ
を
掲
げ
て

全
力
で
春
闘
を
取
組
み
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、
や
り
が
い
・
働
き

が
い
の
あ
る
仕
事
を
通
じ
、
市
民

の
く
ら
し
を
守
る
と
共
に
人
員
増

で
人
間
ら
し
く
働
く
ル
ー
ル
確
立

の
た
め
に
市
職
労
に
加
入
し
、
一

緒
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

戦争法廃止！ '16国民
　春闘で

市
民
生
活
を
守
り
、
安
心
で
き
る
職
場
を

　
　
　

市
職
労
と
一
緒
に
実
現
し
ま
し
ょ
う

昨年の様子

第53回　北九州母親大会in門司  ５月１５日（日）

若者を戦地に送らない　戦争のない世界を

平
和
な
世
界
と
日
本
を

●分科会　10時～12時 15分
　　　　　門司生涯学習センター
●全体会　13時～15時 30分
　　　　　　門司市民会館
　記念講演　小林　節さん
（慶応義塾大学名誉教授・弁護士）



３
月
29
日
、
安
全
保

障
関
連
法
案
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。毎
日

新
聞
30
日
付
け
朝
刊

で
は
、
全
国
37
都
市

で
抗
議
集
会
や
デ
モ

行
進
が
あ
っ
た
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

施
行
さ
れ
た
安
保

法
は
、
同
盟
国
を
攻

撃
し
た
敵
に
武
力
行
使
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、国
連
平
和
維
持
活

動
で
も
他
国
軍
部
隊
を
救
助
す
る

駆
け
つ
け
警
護
や
海
外
の
邦
人
救

出
な
ど
で
自
衛
隊
の
任
務
が
拡
大

し
、戦
闘
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と

が
、隊
員
募
集
の
現
場
に
影
を
落
と

し
て
い
る
こ
と
も
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

山
口
県
の
高
校
生
は
、「
昨
年
の

安
保
法
強
行
採
決
を
見
て
お
か
し

い
と
思
っ
た
。若
い
人
た
ち
が
自

分
で
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
」、「
長
崎
県
の
戦
争
さ
せ
な
い
パ

パ
マ
マ
の
会
」の
お
父
さ
ん
は
、「
戦

争
が
出
来
る
国
に
な
れ
ば
子
ど
も

た
ち
の
夢
が
奪
わ
れ
る
」と
声
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　

市
職
労
も｢

戦
争
法｣

廃
止
の
た

め
の
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

催
し
も
の
情
報

　

４
月
９
日
北
九
州
労
健
連
の
学

習
企
画「
規
制
緩
和
と
交
通
の
安

全
」が
、
熊
本
学
園
大
学
の
香
川

正
俊
教
授
の
講
演
と
、
交
通
関
係

者
4
人
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
か
ら
な

る
学
習
会
が
34
人
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

香
川
教
授
は
、「
２
０
０
０
年

か
ら
の
規
制
緩
和
で
貸
切
バ
ス
業

が
認
可
制
か
ら
届
出
制
に
な
り
、

多
く
の
中
小
業
者
が
新
規
参
入
し

事
業
者
数
が
2
倍
に
、
そ
の
反
面

営
業
収
入
は
10
年
間
で
ほ
ぼ
半
減

し
、
人
件
費
の
抑
制
が
行
わ
れ
、

長
時
間
労
働
で
運
転
者
の
勤
務
状

況
の
悪
化
が
重
大
事
故
へ
と
繋

が
っ
て
い
る
。
ス
キ
ー
バ
ス
事
故

や
山
陽
道
ト
ン
ネ
ル
衝
突
事
故
な

ど
、
規
制
緩
和
政
策
の
破
綻
が
明

確
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
規
制
緩
和
で
は
参
入

の
自
由
と
併
せ
て
需
給
調
整
で
撤

退
の
自
由
を
前
提
と
し
て
お
り
、

過
疎
地
交
通
や
地
域
交
通
の
維

持
・
確
保
は
必
須
の
課
題
で
、
国

民
の
移
動
す
る
権
利「
移
動
権
＝

交
通
権
」を
確
保
す
る
政
策
の
充

実
も
必
要
だ
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
対
策
も
規
制
緩
和
に

　

過
疎
地
の
交
通
対
策
と
し
て
更

な
る
規
制
緩
和
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

（
相
乗
り
白
タ
ク
）が
話
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
ア
プ
リ
開
発
業
者
は

確
実
に
儲
け
る
が
、
米
・
イ
ン
ド

な
ど
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
よ
る
事

故
・
事
件
が
多
発
し
て
い
る
。

　

安
全
運
行
に
責
任
を
も
た
な
い

個
人
白
タ
ク
は
問
題
。
安
全
で
持

続
可
能
な
公
共
交
通
こ
そ
が
必
要

だ
。
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
誇
り
に

か
け
て
、
世
界
一
安
全
な
タ
ク

シ
ー
を
守
っ
て
い
く
と
、
リ
レ
ー

ト
ー
ク
参
加
者
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
危
険
性
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

 　

今
月
の
６
９
行
動
は
、
10
日

の
日
曜
日
、
北
九
女
性
の
会
の
、

２
０
０
０
万
人
署
名
を
積
み
上

げ
る
た
め
の
レ
ッ
ド
ア
ク
シ
ョ

ン
（
署
名
活
動
）
に
参
加
し
ま
し

た
◆
各
団
体
・
労
組
か
ら
総
勢
63

人
の
女
性
た
ち
の
呼
び
か
け
で
、

１
４
１
筆
の
署
名
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
◆
天
気
も
よ
く
、

足
を
止
め
て
協
力
し
て
く
れ
る
若

者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。「
あ

な
た
た
ち
を
戦
場
に
送
ら
な
い
」

「
二
度
と
赤
紙
（
召
集
令
状
）
な

ん
か
配
ら
な
い
」
と
・
・
・
。
戦

争
法
を
廃
止
さ
せ
る
の
は
、
み
な

さ
ん
の
署
名
で
す
。
５
月
３
日
の

国
へ
の
提
出
ま
で
１
ヶ
月
を
き
り

ま
し
た
◆
誰
で
も
で
き
る
平
和
へ

の
署
名
活
動
で
す
。
ま
わ
り
の
方

に
も
う
一
度
、
声
か
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

戦争法廃止！戦争法廃止！

―
４
月
―

宮
崎
県
東
諸
県
郡
綾
町

小
倉
駅

―
５
月
―

ム
ー
ブ

　

勝
山
公
園

　
「
規
制
緩
和
と
交
通
の
安
全
」

　
　

軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
・
山
陽
自
動
車
道
ト
ン
ネ
ル
事
故

デモ行進　集合９時

堺町公園
　（門司・小倉地区）
金田公園
　（八幡・戸畑・若松地区）

第87回

日　時　５月１日（日）
　　　　１０時
場　所　勝山公園
　　　　中央図書館横

「二千万署名」で

香川正俊教授

過
当
競
争
で
重
大
事
故
多
発



市
民
講
座
の
ご
案
内

市
民
講
座
の
ご
案
内

　

北
九
州
市
民
の
会
と
、
介
護
を

考
え
る
会
北
九
州
の
共
催
で
、「
介

護
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
報
酬

引
き
下
げ
や
要
介
護
度
３
以
上
の

施
設
入
所
、
資
産
要
件
で
利
用
料

１
割
か
ら
２
割
負
担
へ
な
ど
改
悪

さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
か
ら
は
、
要
支
援
１
・
２
認

定
者
の
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
を

「
総
合
事
業
」
と
し
て
介
護
給
付

か
ら
は
ず
し
生
活
支
援
型
の
事
業

へ
移
行
さ
せ
る
計
画
で
す
。
ど
ん

ど
ん
制
度
が
変
わ
る
た
め
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
も
施
設
事
業
者
、
介

護
従
事
者
も
た
い
へ
ん
で
す
。
一

緒
に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
４
月
23
日
（
土
）
14
時
よ
り

　

ム
ー
ブ　

大
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

　

資
料
代
３
０
０
円

ケッちケッちゃんのんの

ホームページも見てネ
　http://isweb38.infoseek.co.jp/trave/kechan39/

男の子達が走り回る中の撮影は大
変です。ウッドデッキの氷を溶か
して遊んでいました。

187

竹田市久住町白丹7571-23
「 久住高原コテージ
　　満天望温泉」
静泉荘☎0974-64-3111

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

彼
岸
の
連
休
に
双
方
の
爺
婆
連
れ

て一泊
旅
行
。
思
い
立
っ
た
の
が一週

間
前
。
お
か
げ
で
和
室
し
か
取
れ

ず
簡
易
ベッ
ド
や
ら
車
椅
子
を
詰

め
込
ん
で
い
ざ
出
発
。

　

山
香
の
農
業
文
化
公
園
、
久

住
の
長
者
原
を
経
て
久
住
高
原
コ

テ
ー
ジ
に
到
着
。
部
屋
に
簡
易
ベッ

ド
を
設
置
し
、
婆
さ
ん
の
立
ち
上

が
り
確
認
。
確
認
し
と
か
ん
と
夜

中
の
ト
イ
レ
が
オ
オ
ゴ
ト
。
風
呂

場
ま
で
の
道
中
は
急
な
ス
ロ
ー
プ
で

車
椅
子
に
は
ち
と
大
変
。

　

さ
て
夕
食
。
地
ビ
ー
ル
や
豊
後

牛
の
溶
岩
焼
き
に
舌
鼓
。
夕
食
後

は
お
楽
し
み
の
星
空
散
策
会
。
１

人
５
百
円
也
で
ワ
シ
と
チ
ビ
３
人

が
参
加
。
爺
婆
３
人
は
ゆ
っ
く
り

温
泉
。
と
言
っ
て
も
嫁
さ
ん
は
入

浴
介
助
で
ち
ょっ
と
大
変
。

 

21
時
か
ら
屋
外
に
出
て
の
散
策

会
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
解
説
を
聞
き

な
が
ら
順
番
に
望
遠
鏡
を
覗
い
て

い
き
ま
す
。
30
人
位
い
た
の
で
昴

を
見
な
が
ら
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
欲
し

い
の
う
と
か
思
い
よ
っ
た
ら
も
う
交

代
。
昴
、
オ
リ
オ
ン
座
の
各
恒
星
、

冬
春
の
各
大
三
角
形
、
お
約
束
の

木
星
と
月
面
ク
レ
ー
タ
ー
。
寒
か
っ

た
け
れ
ど
あ
っ
と
い
う
間
の
75
分
。

　

そ
の
後
、
下
の
チ
ビ
と
露
天
風

呂
で
夜
空
の
復
習
。
嫁
さ
ん
は
お

疲
れ
の
と
こ
ろ
上
２
人
を
連
れ
て

ま
た
も
や
温
泉
…
。
も
う
嫁
さ
ん

に
は
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

　

翌
日
は
、
早
朝
か
ら
野
焼
き
の

香
り
と
雄
大
な
阿
蘇
の
眺
望
を

楽
し
み
な
が
ら
朝
風
呂
に
浸
か
り
、

原
尻
の
滝
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
低
空
飛
行
で
も
連
載
で
き
る
の
は

嫁
さ
ん
の
お
か
げ

　

先
日
テ
レ
ビ
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
あ
る
人
や
場
所
に
人
は
集
ま
る

と
い
う
話
を
聞
い
て
妙
に
納
得
し

ま
し
た
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
え
る
気
が
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
文
化
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
よ
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

Ｇ
Ｗ
が
近
づ
き
、
映
画
館
は
ア

ニ
メ
や
ア
ク
シ
ョ
ン
系
で
に
ぎ
や

か
で
す
が
、
そ
の
中
で
チ
ェ
ッ
ク

を
５
本
。

　
「
レ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト
・
蘇
り
し
者
」

は
、
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
が
ア
カ
デ

ミ
ー
主
演
男
優
賞
を
よ
う
や
く
受

賞
し
た
こ
と
で
話
題
に
な
り
ま
し

た
。「
追
憶
の
森
」
は
、
ガ
ス
・

ヴ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
監
督
の
ア
メ
リ

カ
映
画
で
す
が
、
樹
海
で
の
撮
影

＆
渡
辺
謙
共
演
と
い
う
異
色
作
で

す
。「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト 

世
紀
の

ス
ク
ー
プ
」
は
、
実
話
に
基
づ
く

社
会
派
。
い
ず
れ
も
濃
密
な
人
間

ド
ラ
マ
は
見
応
え
あ
り
そ
う
。

　

一
方
邦
画
は
、
企
画
が
面
白
い

２
本
。
沖
田
修
一
脚
本
・
監
督
の

「
モ
ヒ
カ
ン
故
郷
に
帰
る
」
と
花

沢
健
吾
の
人
気
コ
ミ
ッ
ク
の
実
写

版
パ
ニ
ッ
ク
ホ
ラ
ー
「
ア
イ
ア
ム

ヒ
ー
ロ
ー
」。
そ
れ
ぞ
れ
出
演
者

が
ユ
ニ
ー
ク
で
ち
ょ
っ
と
観
た
く

な
り
ま
す
。

　

で
も
、
Ｇ
Ｗ
の
イ
チ
オ
シ
は
、

小
倉
昭
和
館
で
す
。
上
映
中
の
映

画
４
本
か
ら
あ
な
た
好
み
を
ど
う

ぞ
。＊

イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

目
下
、
厚
生
会
の
催
物
あ
っ
せ

ん
が
18
日
〆
切
で
受
付
中
で
す
。

小
田
和
正
初
登
場
！
私
は
先
行
で

確
保
済
み
。
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
れ
か
お
一
つ
・・・
お
っ

と
競
争
率
が
上
が
る
と
ま
ず
い
？

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

４
月
は
ア
メ
リ
カ
映
画
「
君
が

生
き
た
証
」。
名
優
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

Ｈ
・
メ
イ
シ
ー
の
初
監
督
作
品
。

音
楽
に
よ
り

再
生
す
る
年

差
の
あ
る
二

人
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の

物
語
。
と
に

か
く
バ
ン
ド

演
奏
シ
ー
ン

は
必
見
で
す
！

お
詫
び
と
訂
正　

 

　

３
月
15
日
発
行
の
本
紙
第
一

面
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

の
文
中
に
「
…
小
倉
南
区
を
除

く
６
区
で
は
各
一
名
減
（
小
倉

南
区
は
一
名
増
）
…
」
と
あ
り

ま
す
が
、（
小
倉
南
区
は
一
名

増
）
は
削
除
し
ま
す
。
お
詫
び

し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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